
主目的 4 17 1

副目的

款 項 目 大 中

生涯学習課

社会教育係

5

平成３０年度以降

生涯学習

　県下PTAとの連携がとれた活動が実施できるよう、小牧市小中学校ＰＴＡ連絡協議会の負

担金相当額を支援することで研修会等に参加してもらい、教育の振興を図る。

　小中学校ＰＴＡ連絡協議会補助金（負担金相当額）

　　・愛知県ＰＴＡ連絡協議会負担金　　４１円×児童生徒数

　　・尾張部ＰＴＡ連絡協議会負担金　　　8円×児童生徒数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  500円×学校数

　　・愛日地区ＰＴＡ連絡協議会負担金1,000円×学校数

　　・尾張教育研修会　　　　　　　　4,500円×学校数

　　職員は、負担金支払事務。

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画、小牧市社会教育関係団体補助金交付要綱

15

事業期間

「こまなび」を推進する

3

平成１２年度以前

教育文化

10

～

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部社会教育関係団体助成事業

会計区分 事業類型 一般

担当係

根拠法令・個別計画

事業番号 356

平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ25予算額

803808

53

0

その他財源

一般財源

0国・県支出金

857

対前年比

0

97.4

857

0 00

77.5

0

879

0

1,134

Ｈ23決算額

0.01

0.00

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

804

0.01

0.00

1,134

0.07

761

費

用

従事者数

その他職員

人件費

財

源

直接経費

無

0

従事者数

人件費

【直接経費の内訳】

ＰＴＡ連絡協議会補助金（804,000円）

◎25年度実施内容

24年度と同様に実施する。

ＰＴＡ連絡協議会補助金（803,000円）

0

受益者負担

Ｈ22決算額

正職員

費用合計

373 53

856

Ｈ24決算額
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要要要要

53

0.000.01

0

856

0.01

99.8

879

（手段）

千円その他財源 0 0 00



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績 13,607 13,434

事業の

達成状況

県下ＰＴＡとの連携のとれた活動を実施することができた。また、小牧市のＰＴＡ役員

が愛知県や尾張地区の研修会等に参加し、望ましいＰＴＡ活動のあり方等を学び、教

育の振興を図ることができた。

25

13,307

23

ー

13,568

13,612

13,345

市小中学校ＰＴＡ連絡

協議会会員数

ー

H23

20 21

H24

ー

校

25

H23

ー

23

356

ー

H25

事業番号

H24H22

ー ー

県Ｐ・尾Ｐ・愛日Ｐへの

会議・研修会の参加回

数

成果指標名

活動単ＰＴＡ数

25

25

2525

活動指標名

市中学校ＰＴＡ連絡協

議会の会議数

回

回

人

13,427

25

H25H22

20

ー

23

平平平平

成成成成

２２２２

４４４４

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

各小中学校のＰＴＡ同士の連携を深めていくことも必要である。

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

方向性の判定

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

愛知県教育委員会尾張教育事務所主催の「あいちっこイキイキ子育て支援地域交流

会」で小牧市の代表が研究発表を行う。

維　持

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

小牧市のＰＴＡ役員が愛知県や尾張地区の研修会等に参加する機会が失われ、愛知

県下のＰＴＡとの連携がとりづらくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

２６年度以降

の改善案

各小中学校のＰＴＡ同士の連携を深めていくために、小牧市小中学校ＰＴＡ連絡協議

会事務局校とのより一層の連携を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

教育の振興を図るためには、小牧市のＰＴＡ役員が愛知県や尾張地区の研修会等に

参加し、望ましいＰＴＡ活動のあり方等を学び、ＰＴＡ活動の活性化を図ることが必要で

ある。

判定理由

維　持

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


